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【認定褥瘡薬剤師が新たに誕生！】

当院薬剤部は様々な認定・専門薬剤師が在籍しており、それぞれが各分野において積極的介入を行なっ
ていますが、その活動は院内だけに留まらず、熊本県薬剤師会の講師バンク（薬剤師のかかりつけ機能
の強化及び専門性の向上に資する知識・技能の習得、能力の維持・向上を目的とした研修会を熊本県全
域で実施できるよう、各専門分野に精通している薬剤師が登録されている）在籍、各専門学会での発表、
論文報告、研修会講師や執筆依頼など、お世辞抜きでも屈指の強者が揃っております。

今後、色んな分野の専門認定
についても紹介していこうと
思っていますが、その先駆け
として今回は今年9月に岩崎
薬剤師が認定褥瘡薬剤師を取
得したのでその報告を。
この資格は褥瘡の予防、医療
を実施するための適切な知
識・技術を有するものに与え
られる日本褥瘡学会の認定資
格で、現在取得している薬剤
師は全国でも142名(2024年9
月時点)、かつ熊本県では岩
崎と私(大岡)の2名のみしか
いません。岩崎薬剤師は入職
後すぐにチーム医療へ参加し、
最前線で褥瘡ケアの実力を磨
く傍ら、積極的な学会発表な
ども経験し、何とほぼ最短の
5年で取得という快挙を成し

遂げました。通常、薬剤師の専門資格は4〜5年目頃から考え始める印象がありますが、本人の強い熱意
と弛まない努力が成し得た結果となります。勿論、現場を支える皆さんの協力と環境があってこその成
果でもありますので、これからも変わらずご支援・ご協力をお願いできればと思います。
今後、地域包括ケアの更なる推進と共に、超高齢化社会という時代を見ていく中で、「褥瘡」はシーム
レスケアにおける重要な疾患の一つになります。その中でも薬剤師の褥瘡に対する積極的介入の有用性
は年々増えており、以前まで創部の状態に応じた外用薬や創傷被覆材（ドレッシング材）の適切な選択
提案を主としていた立ち位置から、今ではその治療薬の効果を最大限に引き出すための工夫として、患
者の動的病態評価（創と骨突出部位の位置、創全体の形態、皮膚の移動方向、残存組織の状況、創辺縁
の性状や肉芽の形態など）から薬剤滞留障害の可能性を徹底的にアセスメントし、実際の効果を随時評
価しつつ治癒期間を更に短縮させるだけでなく、褥瘡を発症する可能性のあるリスク薬剤、薬剤関連褥
瘡などの把握や適正使用に向けた介入など、予防から治療にかけて幅広く関与しており、褥瘡ケアの
PDCAサイクルを回す唯一の原動力とまで言われています。
今回の認定取得をまた新たなスタートとして、今後も更に知識を磨きながら現場の皆さんを支えていく
中心的存在になってくれることを期待します！（私も頑張らないと；）。



当院採用薬品（院内）の使用上の必要な注意（重要抜粋）が改定されました。

➢ アジルサルタンOD錠（アジルサルタン）
➢ イミダプリル塩酸塩錠（イミダプリル塩酸塩）
➢ イルべサルタン錠（イルべサルタン）
➢ オルメサルタンOD錠（オルメサルタンメドキソミル）
➢ レザルタス配合錠HD（オルメサルタンメドキソミル・アゼルニジピン）
➢ カンデサルタンOD錠（カンデサルタンシレキセチル）
➢ エンレスト錠（サクビトリルバルサルタンナトリウム水和物）
➢ テルミサルタン錠（テルミサルタン）
➢ ミカムロ配合錠AP（テルミサルタン・アムロジピンベシル酸塩）

➢ バルサルタン錠（バルサルタン）
➢ エックスフォージ配合OD錠（バルサルタン・アムロジピンベシル酸塩）
➢ ロサルタンK錠（ロサルタン）
➢ アサコール錠、ペンタサ錠・顆粒・坐剤・注腸、リアルダ錠（メサラジン）
➢ ヒュミラ皮下注ペン（アダリムマブ）
➢ アダリムマブBS皮下注ペン（アダリムマブ）
➢ オプジーボ点滴静注（ニボルマブ）
➢ メロペネム点滴静注用（メロペネム水和物）
➢ アザルフィジンEN錠（サラゾスルファピリジン）
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